
　第6回 国際バイオテクノロジ・分析機器・ラボテクノロジ・診断技術
　専門見本市 / 国際会議

開 催 日 時 2011年10月12日（水）～14日（金）　午前10時～午後6時

会 場 インド・ムンバイ / Bombay Exhibition Centre

主 催 MMG - ミュンヘン見本市会社 IMAG - 国際見本市展示会サービス会社

IAIA - India Analytical Instruments Association

専 門 分 野 ラボ技術、バイオテクノロジー、ライフサイエンス、光学、研究＆リサーチ

主 な 出 展 品

検査・測定・品質管理：産業品質管理、材質試験、材質評価、薬品産業品質管理

ラボテクノロジー：ラボ用機器・技術・設備、ラボ用データシステム、化学製品・試薬・消耗品

ライフサイエンス・診断：バイオアナリシス、バイオケミカル、バイオインフォマティクス、

ライフサイ ンス関連ラボ バイオテクノ ジ

分析技術・機器：分析機器、クロマトグラフィー、分光測定機器、顕微鏡検査、光学画像処理

インド・ムンバイ / Bombay Exhibition Centre
2011年10月12日～14日

40年にわたりミュンヘンで開催され、世界のトップメーカーの最新技術と製品が勢揃いする、業界屈指のリーディングメッ

セ「analytica」の運営ノウハウを活かし、2002年にインド・ムンバイでその第一歩を記した「analytica Anacon India」。前

回のハイデラバードから、今回新たにインド有数の化学薬品、石油化学製品、機械工学企業の集積地として知られるム

ンバイに場所を移して開催します。

本メッセは、分析技術・機器、ラボテクノロジー、ライフサイエンスの全分野をカバーしており、インド分析業界で高い注目

と関心を集めています。会期中に開催される会議・フォーラム「analytica-Anacon Conference」には、世界からトップレ

ベルの研究者や専門家が集い、最新の学術研究や議論が活発に行われます。近年目覚しい成長を続けるインドで開催

される「analytica Anacon India 2011」を、貴社のインド・アジア戦略に是非ご活用下さい！

　　　　　　　　　　　　　 　　ライフサイエンス関連ラボ・バイオテクノロジ

出 展 料 登録料：　EUR 290.-

最小出展面積：　9 ㎡　（25㎡未満の場合はパッケージスタンドのみ）

基礎小間料：　EUR 290.- / ㎡

パッケージスタンド：　EUR 35.- / ㎡～

（例）9㎡の場合： 登録料 290 EUR + 小間代 2,610 EUR + パッケージ スタンドBASIC 315 EUR =  3,215 EUR

来 場 対 象 者

入 場 料 入場登録制・無料 / トレードビジターのみ

開 催 周 期 2年に1回 （初回開催2003年）

専 用 HP www.analyticaindia.com （英語）

当日プログラム analytica Anacon India Conference

統 計 デ ー タ 総出展面積　 6,000㎡

＜2009年実績＞ 出展企業 10ヶ国  148社 （2007年：14ヶ国　142社）

来場者総数 2,710人　（2007年： 3,037人）

　トレードビジター割合 100%

主な出展日本企業 （株）島津製作所、昭光通商（株）、昭和電工（株）、ダイセル化学工業（株）

（現地法人、代理店出展含む） 日本電子（株）、（社）日本分析機器工業会、（株）ワイエムシィ

リ ン ク analytica Vietnam 2011 2011年4月7日～9日 （於：ベトナム、ホーチミン） www.analyticavietnam.com

analytica 2012 2012年4月17日～20日（於：ドイツ、ミュンヘン） www.analytica.de

analytica China 2012

企業の研究機関、公共の研究機関、官公庁、公共施設、大学、研究機関　ほか

化学薬品・石油化学製品産業、製薬産業、医療・診断産業、環境保護、電子・電気工学産業

2012年10月16日～18日（於：中国、上海）　www.analyticachina.com

資料請求、各種お問合せ先：メッセ・ミュンヘン・インターナショナル 日本代表部

〒102-0075 東京都千代田区三番町2-4 三番町KSビル5F 在日ドイツ商工会議所内

Tel.: 03-5276-3508 Fax: 03-5276-3509 E-mail: info@messe-muenchen.jp
URL: www messe muenchen jp （日本語） www messe muenchen com （ドイツ語 / 英語）
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